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障害者福祉部事業計画 

 

１．基本方針 

（１）利用者本位のサービス 

①利用者の権利擁護を推し進め、利用者が持つ障害を踏まえ一人ひとりの

個性および意思・選択を尊重した上で、それぞれの利用者のライフステ

ージに応じた支援を行います。 

②心身の健康を維持し、働くことや様々な活動を通して幅広い生活が送れ

るように支援します。 

③自立に向けた支援として地域生活支援および就労支援を関係機関との連

携と協力の上で実施します。 

（２）家族・支援者との連携、関係機関との連携 

利用者がともに生活する家族、支援者を含め、品川区をはじめとした

各関係機関との連携を図り、相談および諸サービスの利用などに結びつ

け、利用者および家族の方が安心して地域生活を送れるように支援しま

す。 

特に親の高齢化による介護力低下など家族状況に対応できる支援体制

を関係機関と連携し整備していきます。 

（３）地域等との連携 

地域に開かれた施設を目指し地域との交流を深め、利用者の社会参加

を促進し地域の一員として生活が送れるように支援します。 

 

２．重点目標 

 （１）南品川むつみ園の開設と円滑な運営を目指します。 

     既存施設での新規受け入れが困難な状態であり、新たな通所事業所「南

品川むつみ園」（生活介護）を開設します。新規施設の運営にあたっては、

障害者福祉部として万全の協力体制をとり円滑な運営を目指します。 

 （２）支援職員のケアマネジメントの質的向上を図ります。 
ケアマネジメントの観点からアセスメント、個別支援計画作成におけ

る質的向上を図るためケースカンファレンスの実施など充実を図ります。 

また、計画相談支援における計画との整合性を含め支援のあり方を整

備していきます。 
支援職員の対応力の向上を目指すため、福栄会キャリアパスに応答し

た研修を実施します。 

（３）リスクマネジメント体制を整備します。 

事故発生防止委員会を引き続き行い事故防止に備えます。また、事故 
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発生防止のため、マニュアルおよび設備等において安全と安心を最優先

に支援体制の強化、環境整備、危険予知などの対策を行います。 

 （４）虐待防止に対する取り組みと職員の意識向上を図ります。 

虐待防止に対する取り組みをさらに深め、体制整備・職員の意識向上

を進めます。 
 （５）一括した作業受注をとおし就労支援における工賃向上を図ります。 

     福栄会シンフォニーによる作業受注をとおし、利用者の作業内容の充

実と工賃向上を図ります。 

 

３．サービス支援体制 

（１）相互の協力体制 

障害者の施設および事業は、その運営および支援面においてそれぞれ

のメリットを活かし、協力体制をもって相互に連携した活動を展開して

いきます。 

 （２）施設内容（障害者福祉施設全体の目標値９５％） 

事業・施設名 障害者自立支援法に基づく事業、施設 定員 
目標値

（％） 

第一しいのき学園 生活介護 ４０ １００ 

第二しいのき学園 就労継続支援Ｂ型 ６０ １００ 

区立西大井福祉園 生活介護・就労継続支援Ｂ型（多機能型） ４０ １００ 

区立西大井つばさの家 共同生活援助 ７ ９５ 

グループホーム森前 共同生活援助 ６ ８０ 

区立かがやき園 施設入所支援 ３０ ９２ 

生活介護 ３０ ９５ 

短期入所 ３ ８０ 

南品川むつみ園 生活介護 ２０ － 

かもめ第一工房 就労継続支援Ｂ型 ２５ ９０ 

かもめ第二工房 就労継続支援Ｂ型 ２０ ８０ 

かもめ第三工房 就労継続支援Ｂ型 ２０ １００ 

精神障害者地域生活支援 

センター 

特定相談支援事業・一般相談支援事業・ 

地域活動支援センター 

 

福栄会障害者相談支援セ 

ンター 

特定相談支援事業  

 ※かもめ第一工房は、平成２６年度より定員増を図り２５名とします。 
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第一しいのき学園事業計画（生活介護） 

 

１．基本方針 

利用者一人ひとりに適したサービスの提供をするため、利用者および家

族・支援者の意向に基づいて生活介護サービスの内容を精査し、各種サービ

スや活動プログラム等の提供により安心と安全を第一にした利用内容の充実

を図ります。 

 

２．重点目標 

（１）利用者および家族・支援者の意向に基づきアセスメントを行いニーズに

適確に対応する個別支援計画による支援を行います。 

（２）利用者が定員超過している状況に対し、安心と安全を最優先に対策を行

います。 

（３）施設における虐待について理解を深め、虐待防止体制の整備や職員の意

識向上を進めます。 
 

３．家族・支援者との協力体制 

充実した生活・社会的自立を実現していくために、家族・支援者の理解と

協力により利用者に対する支援体制を充実していきます。 

常に学園での様子、家庭での様子などの情報交換を行い、必要に応じて面

談、家庭訪問を実施します。また、家族・支援者との連絡会や懇談会を定期

的に開催し、支援方針に対する理解を得て、利用者一人ひとりに必要な支援

を行います。更に家族の理解のもと家族会をとおし、施設との協力体制を作

り相互理解に基づく施設運営を行います。 

 
４．地域との交流 

施設の行事や活動紹介などを通して地域との交流に取り組むとともに、町

会や近隣の学校等の地域活動に積極的に参加し、交流を深めていきます。 

 

５．事故防止策・防災対策 

（１）リスクマネジメントに取り組みます。 

転倒、誤嚥等の事故再発防止のために、職員の共通認識となるよう職

員全体で意見交換や事例の分析、日々の自己点検を行うなどリスクマネ

ジメントに取り組みます。また、施設・設備等の点検などを通じ危険箇

所の改善を行います。 

（２）防災対策 

防災計画に基づき毎月１回火災想定及び地震想定の防災訓練を実施し、

通報訓練・消火訓練・避難訓練を全支援員が習熟するよう努めます。 
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６．サービス支援体制 

管理者 第一しいのき学園施設長（兼務） 

サービス管理責任者 第一しいのき学園施設長（兼務） 

支

援

体

制 

グループ Ａグループ Ｂグループ 

班 １ ２ ３ ４ 

生活支援員 構成する利用者状況を踏まえて生活支援員を配置し

ます。 

利

用

者 

利用者の人数 

および編成 

各班１０名～２０名前後の人数で重度障害の利用者

を中心に編成します。 

主な支援および 

活動内容 

レクリエーションなど多

様な日中活動・健康維持活

動を中心とします。 

日中活動・健康維持活動と 

ともに作業を含めた活動

を進めます。 

活動室 実習室１・２・３ 

 

７．クラブ活動内容 

クラブ名 実施曜日 

ダンスクラブ・スポーツクラブ 毎週、木曜日の午前に活動します。 

 

８．生産活動内容 

作業名 作業内容 

軽作業 ボール洗浄作業・タオルたたみ・シュレッダーなどを行います。 

緑化作業 館内のトイレ用品の補充・季節の飾りなどを行います。 

 

９．週間日課予定・年間予定 

（１）週課表 

 月 火 水 木 金 

午前 活動・作業 

入浴 

活動・作業 

入浴 

活動・作業 クラブ活動 

入浴 

活動・作業 

入浴 

午後 活動・作業 

 

余暇活動 

作業 

活動・作業 活動・作業 

 

余暇活動 

作業 
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（２）日課表 

時間 業務 利用者日課 

８：３０ 始業・朝礼  

８：４５ 送迎車輌出発 

利用者受け入れ 

自力通園利用者：来園～活動準備 

９：００～ 

１０：１０ 

１１：１５ 

送迎バス到着 朝の挨拶 

活動開始 

送迎利用者来園～活動準

備 

昼食配膳準備  

１１：４５ 昼食介助・休憩 昼食・休憩 

１３：１５ 連絡ノート記入 午後の活動開始 

１４：４５ 帰宅準備 帰宅準備・終礼 

１５：３５ 送迎バス出発・添乗 バス利用者帰宅 

１７：００ 

１７：１５ 

終礼 

終業 

 

 

（３）年間行事計画表 

月 全体行事 家族との協力 

４ 新年度を迎える会 第１回学園連絡会 

５ 福栄会まつり 第１回個別面談 

９ 秋祭り 日帰り旅行をこの期間に 

実施します。 

 

１０ 収穫祭  

１１ 品川菜園収穫祭 第２回学園連絡会 

１２ 忘年会  

１ 成人を祝う会  

２  第２回個別面談 

３ 利用者慰労会  
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第二しいのき学園事業計画（就労継続支援Ｂ型） 

 

１．基本方針 

（１）利用者支援の充実 

利用者への支援の充実を図り、障害の特性および利用者の高齢化に対

応した作業および活動を提供していきます。 
また、利用者のライフステージに合わせた支援を行うとともに、地域

における関係機関および社会資源との協力を得てネットワークを強化し

たサービス展開を図ります。 
（２）作業内容および就労支援の充実 

利用者の知識や能力に応じた作業内容を提供していきます。また、就

労への移行に向けた支援を実施します。 
作業内容については、障害者優先調達推進法による作業の開拓を含め

内容の充実を図ります。就労支援については、関係機関との連携を図り、

各自の能力向上を目的とした実習や職場体験の場を提供します。また、

就労後のアフターケアを継続して実施します。 
 

２．重点目標 

（１）利用者および家族・支援者の意向に基づきアセスメントを行いニーズに

適確に対応した個別支援計画による支援を行います。 

（２）利用者が定員超過している状況に対し、安全と安心を最優先に対策を行

います。 

（３）施設における虐待について理解を深め、虐待防止体制の整備・職員の意

識向上を進めます。 
 （４）障害者総合支援法に基づき、それぞれの作業に応じた工賃を支給します。 
    目標工賃 １５，０００円 
 
３．家族・支援者との協力体制 

充実した生活・社会的自立を実現していくために、家族・支援者の理解と

協力により利用者に対する支援体制を充実していきます。 

常に学園での様子、家庭での様子などの常に情報交換を行い、必要に応じ

て面談、家庭訪問を実施します。また、家族・支援者との連絡会や懇談会を

定期的に開催し、支援方針に対する理解を得て、一人ひとりの利用者に必要

な支援を行います。更に家族の理解のもと家族会をとおし、施設との協力体

制を作り相互の理解基づく施設運営を行います。 

 

４．地域との交流 

施設の行事や活動紹介などをとおして地域との交流に取り組むとともに、
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町会や近隣の学校等の地域活動に積極的に参加をして交流を深めていきます。 

 

５．事故防止策・防災対策 

（１）リスクマネジメントに取り組みます。 

転倒、誤嚥等の事故再発防止のために、職員の共通認識となるよう職

員全体で意見交換や事例の分析、日々の自己点検を行うなどリスクマネ

ジメントに取り組みます。また、施設・設備等の点検などを通じ危険箇

所の改善を行います。 

（２）防災対策 

防災計画に基づき毎月１回火災想定及び地震想定の防災訓練を実施し、

通報訓練・消火訓練・避難訓練を全支援員が習熟するよう努めます。 

６．サービス支援体制 

管理者 第二しいのき学園施設長（サービス管理者兼務） 

サービス管理責任者 サービス管理責任者 サービス管理責任者 

支援

体制 

グループ Ｄグループ Ｅグループ 

班 ５・６ ７・８ 

生活支援員 構成する利用者状況を踏まえて支援員を配置します。 

利用

者 

利用者の人数 各グループ 10 名～20 名前後の人数で編成します。 

利用者の編成 主に中軽度の利用者を中

心に編成します。 

主に軽度の利用者を中心

に編成します。 

活動内容 
作業を中心とした活動を

進めます。 

自立・就労支援を中心とし

て活動します。 

 

７．クラブ活動内容 

クラブ名 実施曜日 

芸術クラブ・ダンスクラブ・書道クラ

ブ 

毎週、火曜日の午後に活動します。 

 

８．作業活動内容 

 作業名 作業内容 

公園清掃 区内の公園の清掃を行います。 

館内清掃 館内の共有部分（１階から３階）・建物外周・建物内の高齢者

施設共有部分、かもめ第三工房の清掃を行います。 

クリーニング

作業 

法人内の高齢者部の洗濯・おしぼりの洗濯・区内保育園のリ

ネン・春光福祉会・区図書館団体貸し出し用風呂敷等の洗濯

を行います。 

軽作業 各種軽作業を取り入れて行います。 
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喫茶「海岸通

り」 

喫茶「海岸通り」の作業に従事し接客・喫茶作業を行います。 

製菓作業 パウンドケーキ等を作り喫茶「海岸通り」や地域のイベント

等で販売します。 

自主製品 手作りカゴや箸袋入れ・ランチョンマット等の手工芸品等を

作っています。 

リサイクル作

業 

シュレッダー作業・缶のリサイクル作業、エコキャップ運動

(ペットボトルキャップの回収)等を行います。 

農園活動 旗の台の「品川菜園」へ出向き農作業を行います。農産物の

販売を行います。 

就労実習 企業や他施設などでの就労実習及び、退園利用者へのアフタ

―フォローを行います。 

  

９．週間日課予定・年間予定 

（１）週課表 

 月 火 水 木 金 

午前 作業 作業 作業 作業 作業 

午後 作業 作業 

クラブ活動 

作業 作業 作業 

 

（２）日課表 

時間 業務 利用者日課 

８：３０ 始業・朝礼  

８：４０ 送迎バス出発 

利用者受け入れ 

自力通園利用者：来園～活動準備 

９：００～ 

１０：００ 

１１：３０ 

送迎バス到着 朝の挨拶 

活動開始 

バス利用者来園～活動準備 

昼食配膳準備  

１２：００ 昼食・休憩 昼食・休憩 

１３：１５ 連絡ノート記入 午後の活動開始 

１５：３０ 帰宅準備 終礼・帰宅準備 

１５：４５ 送迎バス出発・添乗 バス利用者帰宅 

１６：００ 各班打ち合わせ 自力通園利用者帰宅 

１７：００ 

１７：１５ 

終礼  

終業 
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（３）年間行事計画表 

月 全体行事 家族との協力 

４ 新年度を迎える会 第１回学園連絡会 

５ 福栄会まつり 第１回個別面談 

９ 秋祭り 
日帰り旅行をこの期間に実

施します。 

 

１０   

１１  第２回学園連絡会 

１２ 忘年会  

１ 成人を祝う会  

２  第２回個別面談 

３ 利用者慰労会  
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品川区立西大井福祉園事業計画（生活介護・就労継続支援Ｂ型） 

 

１．基本方針 

利用者を中心とした施設運営を行い、円滑な運営体制・サービス支援体

制を構築し、効率的かつ効果的な利用者支援に努めます。 

 

２．重点目標 

（１）利用者・家族の加齢化・重度化（老障介護）に対し、より決め細やか

な支援を展開するため、品川区立かがやき園との連携を更に深めます。 
（２）利用者が定員超過している状況に対し、安全と安心を最優先に対策を

行います。 
（３）施設における虐待について理解を深め、虐待防止体制を構築し、職員

の意識向上を進めます。 
 

３．支援方針 

 （１）生活介護 

①日中活動の充実 

利用者が興味を持ち、楽しめるような支援活動プログラムを構築し

ます。利用者が楽しめるレクリエーションの他、創作活動や生産活動

等のプログラムの充実を図ります。また、集団での行動が苦手な方で

も楽しめるような活動を模索します。 

②家族との協力体制 

家族との情報交換を円滑に行い、家族の協力と理解を得て、利用者

の生活支援を充実します。またサービス支援の提供にあたっては、個々

の健康、精神状態を家族から情報提供を受け、利用者に無理のない安

心して取り組むことができる活動を提供します。  

 （２）就労継続支援Ｂ型 

①生産活動内容の充実 

工賃向上のため、受注作業の拡充を行ない生産活動内容の充実を図

ります。また、自主製品の新規開発、販売経路の確保などの営業努力

をしていきます。 

②職場・他施設等の見学 

利用者に職場見学会や他施設の見学会の情報提供を行い、施設外実

習等、外部機関との連帯を強化し実施していきます。また、自主製品

の販売実習も行います。 
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③目標工賃 

    目標工賃は、１５，０００円とします。 

 

４．家族との協力体制 

充実した生活・社会的自立を実現していくために、家族の理解と協力に

より利用者に対する支援体制を充実していきます。 

常に園での様子、家庭での様子などの常に情報交換を行い、必要に応じ

て面談、家庭訪問を実施します。また、家族との連絡会や懇談会を定期的

に開催し、支援方針に対する理解を得て、一人ひとりの利用者に必要な支

援を行います。更に家族の理解のもと家族会をとおし、施設との協力体制

を作り相互理解に基づく施設運営を行います。 

 

５．地域との交流 

施設および障害者に対する理解と協力を得るためには、町会などの地域

社会、地域住民とのかかわりや交流が重要となります。そのため、施設の

行事や活動紹介などをとおして地域との交流に取り組むとともに、町会や

近隣の学校等の地域活動に積極的に参加し、交流を深めていきます。 

 

６．事故防止策・防災対策 

（１）リスクマネジメントへの取り組み 

転倒、誤嚥等の事故再発防止のために、職員の共通認識となるよう

職員全体で意見交換や事例の分析、日々の自己点検を行うなどリスク

マネジメントに取り組みます。また、施設・設備等の点検などを通じ

危険箇所の改善を行います。 

（２）防災対策 

防災計画に基づき毎月１回火災想定及び地震想定の防災訓練を実施

し、通報訓練・消火訓練・避難訓練を全支援員が習熟するよう努めま

す。７月には大井消防署の協力で消防立会いのもとで、防災訓練を計

画実施します。 
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７．サービス支援体制 

グループ 生活介護 就労継続支援Ｂ型 

管理者 西大井福祉園施設長 

サービス管理責任者 サービス管理責任者研修を終了した者 

職員配置 グループ構成人数を踏まえて配置します 

利用者 障害程度区分３以上で

あるもの※ 

生産活動に係る能力の向上や

維持が期待できるもの 

サービス提供 利用者の意向とニーズから週間プログラムを設定しま

す 

支援内容  ①生産活動支援・・各種清掃、外注作業、自主製品作成 

②就労支援・・・・実習、見学 

③生活支援・・・・各種介護、ＩＡＤＬの習得、ＡＤＬ

維持 

④健康支援・・・・把握、運動、体力維持運動 

⑤余暇支援・・・・クラブ活動、本人活動 

レクリエーション 

 

   ※ 年齢が５０歳以上の場合は、障害程度区分２以上である者 

 

８．週間日課予定・年間予定 

（１）日課表 

時間 業務 利用者日課 

８：３０ 始業・朝礼  

８：４５ 送迎車輌出発 

利用者受け入れ開始 

自力通園利用者来園～着替え 

１０：００ 送迎車輌到着 送迎利用者来園～着替え 

１０：３０  朝の挨拶・活動開始 

１１：４５ 昼食配膳準備 活動終了 

１２：００ 昼食・食事介助・休憩 昼食・休憩 

１３：３０  活動開始 

１５：００  活動終了 

１５：４５ 送迎車輌出発 送迎利用者帰宅 

１６：１５  自力通園利用者帰宅 

１７：００ 終礼 終業（17:15）  
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（２）週課表 

 月 火 水 木 金 

午前 
利用者および家族の意向とニーズに応じた活動 

午後 

 

（３）年間行事予定 

月 全体行事 家族との協力 

４ 新利用者を迎える集い 第 1 回園連絡会 

５ 福栄会まつり  

６   

８   

９ 日帰り旅行（～１１月） 個別面談 

１０ 第二回オータムフェスティバル 第 2 回園連絡会 

１ 成人を祝う会  

２  個別面談 

３ 慰労会 第 3 回園連絡会 

 

（４）防災訓練 

月 想定（火災・地震） 訓練内容 

４ 防災訓練（火災） 通報訓練・消火訓練・避難訓練 

５ 防災訓練（火災） 通報訓練・消火訓練・避難訓練 

６ 防災訓練（地震・火災） 通報訓練・消火訓練・避難訓練 

７ 防災訓練（火災）※１ 通報訓練・消火訓練・避難訓練 

８ 防災訓練（火災） 通報訓練・消火訓練・避難訓練 

９ 防災訓練（地震・火災） 通報訓練・消火訓練・避難訓練 

１０ 防災訓練（火災） 通報訓練・消火訓練・避難訓練 

１１ 防災訓練（火災） 通報訓練・消火訓練・避難訓練 

１２ 防災訓練（地震・火災） 通報訓練・消火訓練・避難訓練 

１ 防災訓練（火災） 通報訓練・消火訓練・避難訓練 

２ 防災訓練（火災） 通報訓練・消火訓練・避難訓練 

３ 防災訓練（地震・火災） 通報訓練・消火訓練・避難訓練 

  ※１ ７月の防災訓練は大井消防署の立ち合い訓練 
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品川区立西大井つばさの家事業計画（共同生活援助） 

 

１．基本方針 

（１）地域に根ざした障害者の自立生活を支援します。 

（２）快適な生活が送れるホーム作りと健康で安定した生活が送れるように

支援します。 

（３）グループホーム森前と連携協力します。 

 

２．重点目標 

（１）安全への配慮・高齢期への対応・日中活動先との連携に重点を置いた

個別支援計画の充実を図ります。 

（２）世話人の専門的知識技術の習得や障害に対する理解を深めることを目

的とした研修会等への参加を行います。 

 
３．サービス支援体制 

（１）支援体制 

①管理者         １名（グループホーム森前兼務） 

②サービス管理責任者   １名（グループホーム森前兼務） 

③世話人２名（常勤換算） １名（ＮＰＯ法人どりいみんぐに委託） 

④西大井福祉園およびかがやき園との連携協力の上で支援を実施します。 

（２）支援内容 

   ①食事提供 

     週日は、朝夕の２食を原則として提供します。 

   ②健康管理 

利用者の行動や顔色に留意し、健康に関し助言をします。また、通

院の同行等必要な対応をします。 

   ③金銭管理 

利用者の金銭（貯金・給与等）は自主管理を原則としますが、金銭

の浪費や紛失防止等のために適宜点検、相談等必要な支援をします。

利用者の希望等により、預金通帳、印鑑を法人規定「利用者預かり金

等取扱規定」に基づき管理します。 

   ④日常生活 

利用者相互の自主性を基本としつつ、掃除・洗濯等の日常生活に必

要なことについては助言・支援を行います。また、利用者の申し出や

必要に応じて社会常識等についての学習を行います。 
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４．家族との協力体制 

家族との連絡会を開催し、家族の協力と理解を得て利用者の生活支援を

充実したものにします。また、随時家族と連絡を図り、相互協力による支

援を行います。 

 

５．地域との交流 

ホームおよび障害者に対する理解と協力を得るため、町会などの地域社

会、地域住民とのかかわりや交流を図りながら施設運営を進めていきます。 

 

６．事故防止策・防災対策 

（１）事故防止 

ホーム・設備の自己点検・内部・外部検査などを通じ危険箇所の改

善を行います。 

（２）防災対策 

防災計画に基づき利用者が落ち着いて行動できるように防災訓練を

実施します。 

 

７．施設予定 

（１）日課表 

日 課 時 間 備 考 

起 床 午前 ６時～７時 朝食 午前 ６時３０分ごろ  

就 寝 午後１０時～１１時 夕食 午後 ６時１５分ごろ 

門 限 午後 ７時 施錠 午後１０時００分  

開錠 午前 ６時３０分 

入 浴  週３回以上 

 

（２）年間行事予定 

月  内  容  備 考 

９月 日帰り旅行 ツアー旅行利用 

１月 初詣  

  ※ 利用者の希望に応じて実施します。 

※ 家族連絡会を随時開催します。 
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グループホーム森前事業計画（共同生活援助） 

 

１．基本方針 

（１）地域に根ざした障害者の自立生活を支援します。 

（２）快適な生活が送れるホーム作りと健康で安定した生活が送れるように

支援します。 

（３）西大井つばさの家と連携協力します。 

 

２．重点目標 

（１）安全への配慮・高齢期への対応・日中活動先との連携に重点を置いた

個別支援計画の充実を図ります。 

（２）世話人の専門的知識技術の習得や障害に対する理解を深めることを目

的とした研修会等への参加を行います。 

 

３．サービス支援体制 

（１）支援体制 

①管理者         １名（西大井つばさの家兼務） 

②サービス管理責任者   １名（西大井つばさの家兼務） 

③世話人２名（常勤換算） １名（ＮＰＯ法人どりいみんぐに委託） 

④西大井福祉園およびかがやき園との連携協力の上で支援を実施します。 

（２）支援内容 

   ①食事提供 

     週日は、朝夕の２食を原則として提供します。 

   ②健康管理 

利用者の行動や顔色に留意し、健康に関し助言をします。また、通

院の同行等必要な対応をします。 

   ③金銭管理 

利用者の金銭（貯金・給与等）は自主管理を原則としますが、金銭

の浪費や紛失防止等のために適宜点検、相談等必要な支援をします。

利用者の希望等により、預金通帳、印鑑を法人規定「利用者預かり金

等取扱規定」に基づき管理します。 

   ④日常生活 

利用者相互の自主性を基本としつつ、掃除・洗濯等の日常生活に必

要なことについては助言・支援を行います。また、利用者の申し出や

必要に応じて社会常識等についての学習を行います。 
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４．家族との協力体制 

家族との連絡会を開催し、家族の協力と理解を得て利用者の生活支援を

充実したものにします。また、随時家族と連絡を図り、相互協力による支

援を行います。 

 

５．地域との交流 

ホームおよび障害者に対する理解と協力を得るため、町会などの地域社

会、地域住民とのかかわりや交流を図りながら施設運営を進めていきます。 

 

６．事故防止策・防災対策 

（１）事故防止 

ホーム・設備の自己点検・内部・外部検査などを通じ危険箇所の改

善を行います。 

（２）防災対策 

防災計画に基づき利用者が落ち着いて行動できるように防災訓練を

実施します。 

 

７．施設予定 

（１）日課表 

日課 時  間 備  考 

起床 午前 ６時～ ７時 朝食 午前 ６時３０分（概ね）  

就寝 午後１０時～１１時 夕食 午後 ６時１５分（概ね） 

門限 午後 ７時 施錠 午後１０時００分  

開錠 午前 ６時３０分 

入浴  週３回以上 

 

（２）年間行事予定 

月 内  容 備 考 

９月 日帰り旅行 ツアー旅行利用 

１月 初詣  

  ※ 利用者の希望に応じて実施します。 

※ 家族連絡会を随時開催します。 
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品川区立かがやき園事業計画（施設入所支援・生活介護・短期入所） 

 

１．基本方針 
（１）利用者本位のサービス 

①利用者の権利擁護を推し進めます。 

②それぞれの利用者のライフステージに応じた支援を行います。 

③心身の健康を維持し、豊かな生活が送れるように支援します。 

④地域生活への移行支援を関係機関との連携と協力の上で実施します。 

（２）家族との連携 

家族と区をはじめとした各関係機関との連携を図り、利用者が安心して生活を

送れるように支援します。 

（３）地域等との連携 

地域に開かれた施設を目指し地域との交流を深め、利用者の社会参加を促進し

地域で生活する一員として生活が送れるように支援します。 

 
２．重点目標 
 （１）アセスメントに基づいた支援の充実を図ります 
     昨年度から継続した取り組みにより、内容の充実を図ります。 
 （２）事業開始から１０年目を迎え、利用者の実態に対応した施設整備および運営体制

を検討します。 
①建物・設備などハード面の中期的な施設整備を計画します。 

   ②勤務体制を検討し、無理無駄のない人材活用を図ります。 
   ③施設サービスの内容と支援方法を見直します。 
 （３）施設における虐待防止について理解を深め、虐待防止の体制整備・職員の意識向

上を進めます。 
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３．サービス提供内容 
（１）個々の利用者のアセスメントに基づき、個別支援計画の作成、適正な評価と支援

目標の達成を利用者・家族同意のもとに進めます。 

（２）支援内容 

①生活介護事業 

中項目 小項目 支 援 の 内 容 

生産活動 

スキルアップ 作業活動への取り組み姿勢、技術の向上を目指します。 

作業手当 生産活動に従事した利用者に作業手当を支払います。 

いきがい活動 生産活動を希望する利用者に活動を提供し、作業への参

加意欲の向上と達成感を目指します。 

余暇支援 

リラクゼーシ

ョン 

音楽、アロマテラピー、フットマッサージ等。 

快適で落ち着ける時間を提供します。 

クラブ 毎週金曜日に実施。手芸、書道、カラオケ等。 

レクリエーシ

ョン 

ゲーム、創作活動など様々なレクリエーションを提供し

ます。 

 

②施設入所支援・生活介護共通 

中項目 小項目 支 援 の 内 容 

健康維

持支援 

健康診断 １回目: 問診・血液検査・検尿・胸部レントゲン・心電図等 

２回目: 問診・身体測定・検尿 

通所利用者は希望者のみ。有料。 

通院支援 必要に応じて受診の支援を行います 

服薬支援 薬、服薬の支援を行います。 

健康チェック 検温、血圧測定を行い、体調変化の早期発見に努めます。 

健康相談 嘱託医（内科及び神経内科）による往診。 

２回／月 １４：００～１５：００ 

口腔ケア 歯科衛生士による専門的ケアを取り入れます。（歯科衛生

士の来所：原則２回／月） 

感染症対策 清掃・消毒・換気・湿度管理・手洗い・口腔衛生（うがい・

歯磨き）・水分補給・インフルエンザ予防接種・その他 

運動 散歩や体操、スポーツなどで体を動かします。 

 

入浴 一般浴、リフト浴。必要に応じて入浴の介助を行います。 

週４回実施。（通所利用者は集２回まで） 
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介護 

支援 

食事・排泄 

入浴・移動介護 

アセスメントの結果から得られた個別支援計画に沿って支

援を行います。利用者の自立支援を尊重します。 

余暇 

支援 

レクリエーショ

ン 

ゲーム、創作活動など様々なレクリエーションを提供しま

す。 

行事 季節感のある行事を提供し、生活の幅を広げます。 

生活ス

キルの

向上 

ＡＤＬ ＡＤＬの維持、向上の支援にあたります。 

食事、排泄、着脱衣、移動等。 

ＩＡＤＬ 生活力の向上を図ります。 

清掃、洗濯、電話の利用、交通機関の利用等。 

コミュニケーション 自己表現、会話、文字等の意思疎通の手段の拡大を図ります。 

生活の

安定 

リフレッシュ 様々な活動を提供し、心身のリフレッシュを図ります。 

生活リズム 各活動に参加することで、一日の生活のリズムをつけ、安定

した生活の支援をします。 

精神の安定 落ち着いた生活が営めるよう支援を行います。 

ニーズ

の収集 

利用者集会 利用者集会を開催し、各種情報提供の他、園に対する意見を

聞き取り運営の参考にします。 

ニーズ調査 年度末に利用者のニーズ調査を行い、支援計画に活かしてい

きます。 

地域移

行支援 

実習 就労継続支援事業所やグループホーム等の実習を行い、生活

のイメージ作りを行います。 

買い物活動 身の回りの必要な物の購入行い、地域での生活に必要な経験

を積みます。 

外出活動 外出の方法、公共機関の利用など、地域での生活に必要な経

験を積みます。 

相談 

業務 

相談一般 利用者の生活等に関する相談を受け付けます。 

苦情受付 福栄会苦情解決制度に則り、苦情の受付、解決に努めます。 

食事 

提供 

提供内容 常食、一口大、刻み食、ペースト食、療養食の提供を利用者

の状況に応じてします。 

 

③短期入所 

中項目 小項目 支 援 の 内 容 

送迎 送迎サービス 希望により、自宅及び通所先への送迎を行います。 

支援 介護支援 
アセスメントに基づいた、食事提供・排泄・入浴等の支援を

行います。 

活動 日中活動 生活介護事業の活動の中から希望の活動を提供します。 

118



４．家族とのかかわり 

（１）継続してケース担当の個別面談を随時設定し、支援について理解と協力を得ます。

（２）家族との連絡会を年３回開催し、家族や家族会の協力と理解を得て利用者の生活

   支援の充実を図ります。 

 

５．地域との交流 

（１）地域行事には積極的に参加し地元との地域交流を図ります。地元の方の理解、協

力を得ながら社会資源の活用を目指します。 

（２）地域住民が気軽に訪問できるよう行事やイベントの見直しを行っていきます。 

（３）近隣の高等学校などとボランティア等を通じて交流が図ることができるよう検討

していきます。 

 

６．事故防止策・防災対策 

（１）防災対策および訓練計画 

①消防計画に基づいて、通報訓練、避難訓練、夜間想定訓練および消火訓練を定期 

的に実施します。（毎月１回） 

②区営住宅との合同訓練を消防署指導により実施します。 

③火災、地震などの自然災害や交通事故等への対応について利用者・支援員の意識

の向上に努めます。 

④近隣町会との相互応援協定の実現を所轄消防署の指導のもとに取り組み、地域と

一体的な防災対策を進めます。 

（２）サービスの質の向上・事故防止（リスクマネジメント）への取り組みを行い、事

故予防のリスクマネジメントを推進し、事故予防に努めます。 

①年間の活動 

事故防止の指針を策定し、事故防止委員会による事故発生のリスクの把握と要

因や分析に努め、その結果に基づいてマニュアル策定と見直し作業を行い安全な

サービス提供の工夫を進めます。 

②年間計画 

ア 防災設備自主点検および保守管理 

イ 危機管理に関する研修会参加 

ウ 事故事例収集・分析・報告 

③救急救命講習会参加（更新講習を含む） 
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７．日課および週間、年間予定 

（１）日課表 

 ＜施設入所支援＞ 

時間 職 員 業 務 の 流 れ 利 用 者 日 課 

６：００ ６：３０ 起床・洗面支援・ﾊﾞｲﾀﾙﾁｪｯｸ 起床・洗面 
バイタルチェック 

朝食 

７：００   ７：００ 朝食準備  

  ７：３０ 食事支援       

８：００ ８：００ 服薬支援・歯磨き支援 

       食堂清掃 

  ８：４５ 職員朝礼 申し送り、清掃等 

服薬・歯磨き 

 

掃除 

＜生活介護＞ 
時間 職 員 業 務 の 流 れ 利 用 者 日 課 

９：００ ９：００ 活動準備 
  ９：３０ 職員第二朝礼・申し送り       

 活動準備 

１０：００  １０：００ 利用者朝礼        

 １０：１５ 活動開始 

 各活動朝礼 

 午前の活動開始 

 活動終了 １１：００  １１：３０ 午前活動終了・昼食準備 

１２：００  １２：００ 食事支援 
 １２：３０ 服薬支援・歯磨き支援等 
       バイタルチェック 

 昼食 
 服薬・歯磨き 

１３：００  １３：００ 食堂清掃 
 １３：１５ 活動開始 

  

午後の活動開始 

１５：００  １５：３０ 活動終了、水分補給 
       （おやつ提供：水金日） 

 活動終了・お茶 

１６：００  １６：００ 申し送り 

       利用者支援・環境整備等 

 入浴・休憩 等 

＜施設入所支援＞ 

時間 職 員 業 務 の 流 れ 利 用 者 日 課 

１７：００  １７：３０ 夕食準備 自由時間 

１８：００  １８：００ 食事支援 
 １８：３０ 服薬支援・歯磨き支援 

 夕食 

１９：００  １９：００ 食堂清掃  自由時間 

２０：００  ２０：００ 水分補給・就寝支援 お茶等・就寝準備 

120



２１：００  ２１：００ 服薬支援 服薬 

２２：００  ２２：００ 消灯・巡回 消灯・就寝  

２４：００  ００：００ 巡回 

 ３：００   ３：００ 巡回 

 

（２）週課表 

曜日 
活 動 内 容 

午 前 午 後 

月 
生産活動・健康支援 
創作活動・運動等 

健康支援・余暇活動  
運動・入浴 等 

火 
生産活動・健康支援 
創作活動・運動等 

健康支援・余暇活動  
運動・入浴 等 

水 
生産活動 

音楽レクリエーション 
 ダンス 

音楽レクリエーション 
木 生産活動・トリム体操 健康支援・余暇活動・運動・入浴 等  

金 
生産活動・健康支援 
創作活動・運動等 

 クラブ活動 

土 整容・個別活動 入浴・個別活動 
日 整容・個別活動 日曜余暇 等 

 

（３）年間行事予定 

月 全体行事 家族、地域との協力 
４   
５ 福栄会まつり・日帰り旅行① 第 1 回園連絡会 
６ 日帰り旅行②  
７  品川納涼祭 
８ 納涼祭  
９  ふくしまつり 
１０ 日帰り旅行③ 第 2 回園連絡会・オータムフェスティバル 
１１ 日帰り旅行④  
１２ クリスマス会 障害者週間記念の集い 
 １ 成人を祝う会  
 ２ 節分 個別面談 
 ３  第３回園連絡会 
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８．防災訓練 

月 訓練内容 

４ 昼間地震想定［火点：厨房］ 

５ 夜間地震想定［火点：浴室（大）］ 

６ 昼間地震想定［火点：ポンプ室］ 

７ 夜間地震想定［火点：北側トイレ］ 

８ 昼間地震想定［火点：食堂］ 

９ 夜間地震想定［火点：機械室］ 

１０ 日中地震想定［火点：浴室（大）］ 

１１ 夜間地震想定［火点：浴室（大）］ 
１２ 昼間地震想定［火点：機械室］ 

１ 夜間地震想定［火点：厨房］ 

２ 昼間地震想定［火点：１階洗濯室］ 

３ 夜間地震想定［火点：2 階洗濯室］ 
 

９．会議計画    

会議名 参加職員 開催日 

支援班担当者会議 各担当職員 毎月１回 

業務分掌委員会 業務分掌担当者 随時 

運営委員会 役職者＋リーダー＋

各班代表職員 

月１回 

職員会議 全職員 ４月・６月・８月・１１月

１月・３月（全６回） 

ケースカンファレンス 施設長・係長・管理栄

養士・看護師・担当職

員 

毎月第三土曜日 
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１０．研修計画 

区  分 研修名 対象職員 

内部研修 

（法人研修を含む） 

人権研修 全職員 

感染症 全職員 

医療（バイタルサイン等） 全職員 

運転・送迎講習 運転職員 

外部研修 

（必要に応じて） 

上級救命講習 無資格、更新者 

東社協・都・区等の研修 対象者 

 

１１．勤務時間 

時刻 

区分 

AM            PM 

５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 

実働

時間 

拘束

時間 

早番 

2名 
      7:00     11:45 12:30 15:45 8h 9h 

日勤 

4-6名 
         8:45       12:30 13:15      17:30 8h 9h 

遅番A 

2名 
                    10:45 12:30 13:15              19:30 8h 9h 

遅番B 

2名 
                                13:15         18:30 19:15  22:00 8h 9h 

夜勤 

2名 

                  10:00                16:00                    

①23:00-1:00 ②2:00-4:00              夜勤休憩時間 
16h 18h 

日勤 

看護師 
         8:45       12:30 13:15      17:30 8h 9h 
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南品川むつみ園事業計画（生活介護） 

 

１．基本方針 

新施設の円滑な運営を図るとともに利用者一人ひとりに適したサービス

の提供をするため、利用者および家族・支援者の意向に基づいて生活介護

サービスの内容を精査し、各種サービスや活動プログラム等の利用内容の

充実を図ります。 

新たな地域での施設展開をするにあたって地域の方々に理解される施設

づくりを進めます。 

 

２．重点目標 

（１）新しい利用者を迎え、安心して過ごせる雰囲気作りを行います。 

（２）利用者および家族・支援者の意向に基づくアセスメントを行い適確な

個別支援計画に基づいて支援を行います。 

 （３）施設における虐待について理解を深め、虐待防止体制の整備・職員の

意識向上を進めます。 
 （４）地域に理解される施設づくりを推し進め、地域との交流を深め良好な

関係を作ります。 
 

３．家族との協力体制 

充実した生活・社会的自立を実現していくために、家族の理解と協力に

より利用者に対する支援内容を充実していきます。 

常に情報交換を行い、必要に応じて家庭訪問、面談を実施します。また、

家族との連絡会を定期的に行い支援方針に対する理解を得、一人ひとりの

利用者に必要な支援を行います。 
 

４．関係機関、通所施設・入所施設との連携 

   事業を進めるにあたって品川区および相談支援事業所との連携を図りま

す。 

また、余暇活動・作業活動において、法人が運営する「第一・二しいの

き学園」「品川区立西大井福祉園」「品川区立かがやき園」との連携を図り

ます。  

 

５．地域との交流 

施設の行事や活動紹介などをとおし地域との交流を深め、地域の方々の

理解と協力を得ながら事業を進めます。 
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６．事故発生防止策・防災対策 

（１）事故発生防止に努めます。 

（２）防災計画に基づき毎月１回防災訓練を実施し、通報訓練・消火訓練・

避難訓練を全支援員が習熟するよう努めます。災害時の対応を確実なも

のとしていきます。 

 

７．週間日課予定・年間予定 

（１）週課表 

 月 火 水 木 金 

午前 活動・作業 活動・作業 活動・作業 クラブ活動 活動・作業 

午後 活動・作業 余暇活動 活動・作業 活動・作業 余暇活動 

 

（２）日課表 

時間 業 務 利用者日課 

８：３０ 始業・朝礼  

８：４５ 送迎バス出発 

利用者受け入れ 

自力通園利用者：来園～活動準備 

９：００～ 

１０：１０ 

送迎バス到着 朝の挨拶 

午前の活動開始 

バス利用者来園 

１１：４５ 昼食介助・休憩 昼食・休憩 

１３：１５  午後の活動開始 

１４：４５ 帰宅準備 帰宅準備・終礼 

１５：３５ 送迎バス出発・添乗 バス利用者帰宅 

１７：００ 

１７：１５ 

終礼 

終業 

 

 

（３）年間行事計画表 

月 全体行事 家族との協力 

４ 新利用者を迎える会 第１回学園連絡会 

５ 福栄会まつり 第１回個別面談 

９ 秋祭り 日帰り旅行をこの期間に 

実施します。 

 

１０ 収穫祭 第２回学園連絡会 

１２ 忘年会   

１ 成人を祝う会   

３ 利用者慰労会 第２回個別面談 
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福栄会障害者相談支援センター事業計画 
 
１．基本方針 

（１）平成 25 年度よりスタートした指定特定相談支援事業所として、計画的

にサービス等利用計画を作成します。 
（２）障害者生活支援センター、精神障害者地域生活支援センター等の関係

機関と連携・協力を図り、主として知的障害者を中心として地域の中

核となる相談支援の拠点としての役割を担います。 
（３）障害者自身が、地域の中でのゆたかな生活が継続できるよう、障害者

本人および家族の意向を充分確認し、サービス事業者等との連携のも

と、相談支援を行います。 
 
２．重点目標 

（１）特定相談・一般相談について適切な支援ができるよう、障害者相談支

援センターとしての体制、力量を整備していきます。 
（２）第一・第二しいのき学園・西大井福祉園等との連携のもと、ケアマネ

ジメントの構築を目指し、ケースカンファレンスや担当者会議の実施

により、適切な支援計画を作成し、利用者の支援に活かしていきます。 
（３）障害者や家族の加齢化等に対し、今までの相談支援実績や関係機関と

の連携のもと、適切な支援を行えるようアセスメント技術などの向上

に取組みます。 
 
３．相談支援体制 

職種 職務 人員 
管理者 事業所全体の管理  １名 
相談支援専門員 サービス等利用計画、障害者支援利用

計画の作成 
３名 
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４．サービス内容 

 
 

相 

談 

支 

援 

事 

業 

相 

談 

支 

援
（
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
を
含
む
） 

特
定
相
談 

（１）対象者 

  ①居宅介護利用者（既利用者・新規利用者）     

  ②通所系（就労移行・就労継続Ａ、Ｂ・自立訓練等） 

  ③グループホーム利用者等 

（２）内 容 

①アセスメント・サービス利用計画作成       

  ②ケア会議                  

  ③区分認定調査 

④モニタリング（月１回～年２回） 

⑤関係機関調整  

（開始時、変化のある時、問題発生時等実施）      

一
般
相
談 

（１） 対象者 

特定相談対象者を除く、就労や福祉サービスの利用等で相

談を希望する者等 

（２）内 容 

①アセスメント・ケアプラン作成 

  ②ケア会議（適宜実施） 

③面接・訪問等による相談継続及び同行支援 

127



かもめ工房事業計画（就労継続支援Ｂ型） 

 

１．基本方針 

（１）利用者一人ひとりのニーズへ応えるため、関係機関との連携およびサ

ービス提供の充実を図り、社会参加の促進および生活の質の向上がで

きるように支援します。  
（２）心身の健康の維持・向上をした上で、障害の特性を考慮した生産活動

の提供を行うとともに、就労に必要な知識や能力の向上のための訓

練・支援を行います。 
 

２．重点目標 

 （１）安定した事業運営 
     ここ数年ほぼ利用率が１００％で推移していた第一工房の定員を２

０名から２５名に増やします。また、第三工房では利用率１００％の

維持に努め、第二工房は更なる向上を目指して利用者の拡充を図り安

定した運営を行ないます。 
 （２）個別ニーズへの対応 
     障害の多様化、高齢化などを勘案した上で、今抱えている利用者自

身のニーズを的確に捉えることができるようにケースカンファレンス

の充実を図ります。また、ニーズの実現に必要なサービスの提供を行

なうには、以前にも増して職員の専門的知識や技術向上が不可欠とな

るため、研修や勉強会などを活用して一人ひとりのスキルの向上を図

ります。更に多様なニーズに対応するために、綿密な関係機関との連

携をしていきます。 
 （３）リスクマネジメントへの取り組み 

リスクマネジメントの基本となるマニュアルの整備に取組みます。

また、「危険への気付き」や「事故要因の分析」などは三所で設置した

事故防止委員会で取り組み、事故防止に努めていきます。 
 

３．家族との協力体制 

利用者が高齢の親や家族内の同病者の介護・支援をしている状況や一人

で暮らしている方も多いことから、利用者が自立生活を実現できるように

家族や関係機関との連携を図り家族等との協力体制の構築を進めます。 
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４．地域との交流 

区内各種イベントへの参加、ボランティア・実習生の受け入れを通じて

精神障害者の理解を促進すると同時に、地域の方々に喜んでいただける活

動を推進します。 
 

５．事故防止策・防災対策 
作業活動及び日常の活動全般について、常に事故防止のためにマニュア

ルを見直し、環境整備に努めます。また、施設内の点検を定期的に行い、

消防署の指導を受けて、避難訓練を実施します。 
 

６．支援体制と支援内容 
 （１）支援体制 

事業所名称 第一工房 第二工房 第三工房 
管理者 施設長 施設長 施設長 
サービス管理責任者 サビ管※ サビ管 サビ管 
支援員 利用者状況に応じて配置 
定員 ２５名 ２０名 ２０名 
活動内容 ・生産活動を中心とした活動を提供 

・就労・自立を目指した活動を提供 
  ※サビ管：サービス管理責任者 

 

（２）かもめ第一・第二・第三工房の支援内容 

①かもめ第一工房 

生活支援を必要としている利用者とスキルアップを目指す利用者の

２極分化の現状において、異なるニーズへの対応を関係機関と共に行

っていきます。また、定員増を図り一人でも多くの精神障害者の受け

入れと安定した受注に取組みます。 

②かもめ第二工房 

     高齢化により安定した利用が困難となっている利用者への次なる支

援を関係機関と連携を図り行なうとともに、新たな利用者の受け入れ

を積極的に行ないます。 

③かもめ第三工房 

     社会復帰を目指した生産活動・生活等のスキル向上を図れるように

支援等を通し、利用の安定を引き続き図り、次年度以降の定員増を目

指します。 
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７．支援内容 
（１）衣･食･住への支援 

障害のために基本的な日常生活を維持することが困難となっている

ことから、衣･食･住について見直し、良好な生活環境作りを関係機関

と協力し支援します。 

（２）健康管理､金銭管理等への支援 

利用者の主治医や保健所などと連携し、再発の予防、病気や健康の

自己管理、早期発見に努めます。 

金銭管理が難しい利用者には、金銭管理のトレーニングを関係機関

と協力し行ないます。 

（３）社会資源やサービスの情報提供と利用支援 

社会資源やサービスに関する情報を利用者に提供します。また、利

用にあたっては関係機関と協力し速やかに利用できるよう支援します。 

（４）個別相談とグループワーク 

個別相談の充実を図りつつ、グループワークを活用し、利用者同士

で考え、話し合い解決できる機会を設定していきます。 

 

８．生産活動内容 
作業名 作業内容 事業所 

公園清掃 区内の公園の清掃 全事業所 
館内清掃 法人内・法人外施設の清掃 全事業所 
製菓作業 クッキーなどの菓子製造 全事業所 
日用雑貨制作 雑巾・たわしなどの制作 全事業所 
軽作業 箱詰めや箸入れなど各種作業 全事業所 
クリーニング 区内保育園、法人内のリネン等の 

洗濯 
第三工房 

イベント販売 菓子・雑貨の販売に従事・接客作業 全事業所 
ラウンジ販売 菓子・雑貨・バザー検品等の販売に

従事・接客作業 
第二工房 

 
９．目標工賃 

施設名 目標工賃額 
かもめ第一工房 １５，０００円 
かもめ第二工房 １０，０００円 
かもめ第三工房 １７，０００円 
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品川区精神障害者地域生活支援センター事業計画 
 
１．基本方針 
（１）地域で生活する精神障害者と、その家族の身近な相談支援事業所および地域活動

支援センターⅠ型として、利用者の地域生活を支援します。 
（２）指定特定相談支援事業所として介護給付者、訓練等給付者や共同生活給付者に対

し計画相談を実施し、関係機関と連携・協力しながら、福祉サービス利用者の地

域生活の安定を図るとともに社会復帰と自立、社会参加の促進を目指して支援し

ます。 
 
２. 重点目標 

（１）相談支援事業者として主事業である相談支援機能の充実を図ります。今年度は、

福祉サービス利用の方、全ての方（訓練等給付・介護給付）のサービス等利用計

画作成し、相談支援の質的な充実を図ります。 

（２）当事者や地域の方達を対象にした交流会・講演会等を開催し地域交流会および地

域活動支援センターの充実を図ります。 

 （３）就労支援について、就労支援センターと訓練施設の役割分担を明確にし、本人の

意向や特性を踏まえて関係機関と協力しながら就労支援相談を行います。 

 

３．サービスの提供体制 

 

相 
談 

支 

援 

事 

業 

 
 

相 

談 

支 

援 

 
 

特
定
相
談 

（１）対象者：居宅介護・通所系・グループホーム利用者等     

  ①居宅介護利用者（既利用者・新規利用者）   ５０名 

  ②グループホーム（共同生活援助）        ５名 

  ③通所系（就労移行・就労継続A,B・自立訓練）１００名 

（２）内 容： 

①アセスメント・サービス等利用計画作成   １５０名 

  ②ケア会議                  ３０名 

  ③区分認定調査               １５０名       

④モニタリング（月１回～年２回）     延２００名  

⑤関係機関調整 （開始時、変化のある時、問題発生時に随時行う） 
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相 

談 

支 

援 

事 

業 

相 

談 

支 

援 

一
般
相
談 

（１）対象者：指定相談以外で障害者雇用・その他各種相談 

（２）内 容： 

①登録時面接：アセスメント等（年度当初の実施） 

②登録更新時面接： 

  ③関係機関調整会議 

（３）事 業： 

①個別相談 （訪問、同行支援も含みます） 

  ②グループ活動  

   しごとミーティング（月１回 ） 

   就労を考えている人や就労している方等、各々目標は様々だが、 

テーマを決めて話し合いを行います。就労している人のフォロー 

も行います。 

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
グ 

ン
グ

（１）対象者：たいむ利用者で希望する人に行います。 

（２）内 容：個別相談  （月１回 予約制 ２名まで） 

       第三金曜日  １５：００～１７：００ 

（３）PR活動：施設内に掲示およびたいむりぃＮＥＷＳに掲載して周知を図

ります。 

 

地 

域 

活 
動 

支 

援 

セ 

ン 

タ 

ー 

事 

業 

交流促進 

（交流の

場と居場

所 の 提

供） 

（１）地域交流事業：年間５回行ないます。今年度は、利用者の発表の機会

を設けます。（例：当時者の体験発表会等） 

１０月の開所記念祭りは、利用者による実行委員会方式で行ないます。 

（２）自主活動：パソコンクラブ 週２回 （ボランティアによる運営） 

        茶道クラブ   月１回 （ボランティアによる運営） 

        体操クラブ   週１回 （ボランティアによる自主運営） 

        アートクラブ  月３回 （ボランティアによる運営） 

（３）ボランティアとの交流  

一般ボランティアの募集を行い、交流室での話し相手として、利用

者とボランティアが交流できる機会を増やします。 

（４）グループミーティング 

   たいむミーティングとして、月１回「たいむ」の利用者が参加して 

  行います。毎回、参加者から出されたテーマで話し合います。 

これらのグループミーティングをとおして、人の話を聞くこと、人

前で話すことに慣れるように経験する場として実施しています。 

また、この機会に交流室に対する要望を聴きます。 
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地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業 

地域生活

支援 

（１）食事サービス：かもめ工房の昼食サービス等を利用します。  

（２）入浴サービス：浴室が無い人等、必要と認められる人は、風呂、シャ

ワーを利用できます。現在、定期的に利用している人が４名～５名い

ます。 

 

ボランテ

ィア支援 

（１）一般のボランティアの方を増やして、その活動が定着するように支援

します。 

（２）ボランティア活動報告会を年 1 回開いて、ボランティア同士の話し合

いや交流の機会をつくり、たいむに対する要望・提案等をお聞きする

場とし、また、活動を振り返り今後に生かせる機会とします。 

 

その他 （１）関係機関連絡会：平成24年度から自立支援協議会の定例会として位置

付けられ、障害者福祉課、保健センター、かもめ工房、グループエヴ

ァ、パルレ等、精神障害者支援に関わる各機関で年６回開催します。

平成26年度からは発達障害者支援施設「げんき品川」も参加となりま

す。「事例検討」をとおして精神障害についての課題の検討や共有化を

図り、総合的・効果的・効率的な支援に取組みます。また、地域課題

を抽出し自立支援協議会に反映させます。 

（２）たいむりぃＮＥＷＳの発行   

月１回発行します。利用者の作品発表の場、および情報発信の機能

を強めます。 
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児童福祉部事業計画  目次 

 

 

児童福祉部事業計画 ………………………………………………………………… １３７ 

 

 品川区家庭あんしんセンター事業計画 

品川区ひまわり荘事業計画 …………………………………………………… １３９ 

 

品川区子育て支援センター事業計画 ………………………………………… １４２ 

 

品川区子育て短期支援事業計画 ……………………………………………… １４４ 

 

平塚ファミリー・サポート・センター事業計画 …………………………… １４６ 

 

平塚きぼう荘 …………………………………………………………………… １４７ 

   

品川区立品川児童学園事業計画 

  児童発達支援センター事業計画………………………………………………… １４８ 

  （児童発達支援・放課後等デイサービス・保育所等訪問支援・子ども発達相談） 

 

 

［別表］各事業の日課・年間予定表等 ………………………………………… １５３ 

［別表］会議予定 ………………………………………………………………… １６０ 

［別表］防災訓練計画 …………………………………………………………… １６３ 

 ［別表］研修計画 ………………………………………………………………… １６４ 
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児童福祉部事業計画 

 

１．基本方針 

（１）利用者を中心とした相談・支援を実施します。 

「子どもの最善の利益」を基本に、施設を利用する子どもやその家族に対して相

談支援を行います。また、施設の専門機能や社会資源を活用した援助・助言を併

せて実施します。 

（２）地域の人々とのつながりを大切にし、地域に開かれた施設運営を目指します。 

福祉・教育・医療・保健等各分野の関係機関や地域福祉の支え手となる民生

委員・児童委員、主任児童委員と緊密な連携を図ります。 

（３）理解者・協力者の拡大を図ります。 

法人の児童福祉事業の目的・専門技術・専門知識を広報活動や公開講座等を

通じ、より多くの区民に理解してもらうとともに支援の協力者を増やしていきま

す。 

 

２．重点目標    

（１）地域の中核的な児童発達支援センターとしての専門機能の発揮 

児童発達支援センターは、児童発達支援として未就学児の通所支援と児童デ

イサービスを実施するとともに、合わせて放課後等デイサービス及び保育所等訪

問支援事業を拡充していきます。併せて、発達相談についても区内２ヶ所に拡大

して迅速な対応に努めます。 

（２）養育支援訪問事業の体制づくり 

家庭あんしんセンターでは、養育支援訪問事業の枠組みづくりを品川区と協議し

ながら進めてきました。平成２６年度も引き続き、体制づくりについて区子育て支援

課と協議しながら進めていきます。                  
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３．児童福祉部事業内容 

品川区立家庭あんしんセンター事業内容 

   施設・事業種別 定員等 

児童関連施設 母子生活支援施設  品川区ひまわり荘 ２０世帯 

児童関連施設 品川区子育て短期支援事業 

短期入所事業（ショートステイ）  

５名 

児童関連施設 品川区子育て短期支援事業 

夜間養護事業（トワイライトステイ） 

２０名 

児童関連事業 品川区育児支援ヘルパー派遣事業 

養育支援訪問事業 

 

児童関連事業 子ども家庭支援センター事業 

（品川区子育て支援センター） 

 

児童関連事業 品川区ファミリー・サポート・センター 

（平塚ファミリー・サポート・センター） 

大崎・荏原

地区担当 

 

  品川区立品川児童学園事業内容 

   施設・事業種別 定 員 

児童関連施設 品川区立品川児童学園 

児童発達支援センター事業 

＜指定管理部門＞ 

 ・児童発達支援 

 ・放課後等デイサービス 

 ・保育所等訪問支援 

＜品川区独自事業＞ 

 ・子ども相談 

 

 

 

３０名 

１０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

136



品川区立家庭あんしんセンター事業計画 

 

品川区ひまわり荘事業計画 

 

１．基本方針 

様々な理由により地域で生活することが困難な状態にある母子に、安心して生活

できる場を提供するとともに、子育てをはじめとして、生活全般にわたる支援・援

助を行い、母と子の生活の安定と児童の健全育成を目指します。 

また、関係機関との連携を強め、施設だけでは解決が困難な課題を持つ利用者の 

自立支援の充実を図ります。 

 

２．重点目標 

（１）地域で生活することが困難な母子世帯に安心して生活できる場の提供 

  母子生活支援施設を必要とする地域の母子世帯を広く受け入れすることができ 

るよう、品川区子育て支援課と連携していきます。また、入居した母子世帯には

自立支援計画に基づき関係機関と連携し、課題解決に向けた支援に取組みます。 

（２）計画的なアフターケアのシステム作りと実践 

地域社会で自立生活を迎える退所者に対して、これからの生活を安定したも

のとするために地域資源との連携を含めた退所後の支援計画を作成し、アフター

ケアを計画的に実践していくことに取組みます。 

 （３）業務マニュアル、しおりの見直し 

     これまで必要に応じて作成し、蓄積してきた業務マニュアルの整理を行なうと 

ともに、利用者向けのしおりの見直しを行います。 

 

３．サービス提供体制 

職 名 人数 主な担当業務 保有資格 

施設長 １ 事業運営・管理に関すること 福祉施設長資格 

母子支援員 ３ 母子の支援に関すること 保育士・社会福祉士等 

少年指導員 ２ 子どもの支援に関すること 児童指導員等 

保育士 １ 幼児等の保育に関すること 保育士 

個別対応職員 １ 母子の個別支援に関すること  

自立支援充実職員 １ 母子の自立支援・相談  

心理療法担当職員 １ 母子の心理療法等 臨床心理士等 

調理等 １ 調理及び事務に関すること 調理員等 

嘱託医 １ 利用者の健康管理に関すること 医師 
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４．支援の具体的内容 

 （１）子どもの育ちへの支援 

①子ども（学齢期以降）との面談を実施し、子どもの状況、目標等の子どもの支援

計画を作成します。 

②乳幼児への支援 

所内保育・一時保育・病後時保育を実施し、母親の就労を保障します。また母

親のレスパイト、子育ての悩みへ対応できるよう柔軟に対応します。 

③学童への支援 

ア 学習会の開催や学習ボランティアの協力のもと学習指導を行います。 

イ 生活指導を行い基本的生活習慣の確立を目指します。 

ウ 遊びと行事を通じ協調性や思いやりを育みます。 

    エ 進路等高齢児特有の悩み等へ対応します。 

    オ 特別な支援を要する子どもへ対応します。 

（２）生活への支援 

 ①あんしんと信頼のための取組み 

ア 傾聴の姿勢のもと、母と子の願いを受け止め安心感を持てるよう配慮します。 

イ 「寄り沿い」「共に行う」「見守り」を基本とし、母子が自信を持って行動

できるよう支援します。 

ウ 信頼関係を構築し、生活意識や意欲を確認し生活課題に取組みます。 

②利用者の理解と支援 

ア 子育てに関しての知識、情報を共有し子育て環境の向上に努めます。 

イ 基本的生活習慣・家事の状況を確認し必要に応じて支援します。 

ウ 債務整理の解決など経済面への支援を行います。 

エ 人間関係に難しさを感じている母子への支援を行います。 

オ 心理・健康面の相談を行い改善に努めます。 

    カ 就労活動の支援や資格獲得・スキルの向上を支援し、就業や収入の向上に努

めます。 

    キ 都営住宅や民間住宅の確保のための支援を行います。 

③関係機関との連携 

ア 品川区子育て支援課・生活福祉課と連携し利用者の状況、支援の方向性を確

認します。 

イ 医療機関・保健センターと連携し、健康の改善を図ります。 

ウ 学校・保育園との連携により子どもの教育・保育環境を見守ります。 

エ 調停・借金などへの課題については法テラス・その他の関係機関と必要に応

じて連携します。 
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④健康のための支援 

ア  生育暦・疾患・発達障害等利用者の理解に努めます。 

イ  健康診断を年２回実施します。 

ウ  随時嘱託医による健康相談を行います。 

エ   必要に応じて専門機関への紹介・同行を行います。 

（３）自立支援計画作成の流れ（利用者と共に） 

①区の子育て支援課を含めた三者での課題確認 

②入所時面談の実施 

③アセスメント表の記入と確認 

④自立支援計画作成 

⑤支援・点検・評価・改善の実施 

（４）退所後のアフターケア 

退所後の生活安定のため、退所後の支援計画を作成し、アフターケアを計画的

に実施します。 

（５）緊急一時事業 

配偶者などの暴力、遺棄等により、緊急的な避難が必要な母子に期限を設定し

部屋を提供します。支援の方向性は利用者と区の子育て支援課が相談していきま

すが、利用中の生活ケアや精神的なケアに向けた支援を行います。 

 

５．地域との交流、関係機関との連携 

利用者が施設で過ごす期間はもちろんのこと、退所後の生活をも見据え地域との交

流を積極的に進めます。 

また、多くの母子は退所後も継続した自立支援を必要とします。生活・医療・経済

（仕事）・法律・子育て・教育等必要な支援を入所中につなげ、利用者とともに退所

後の生活のイメージが共有できるような支援を目指します。 

 

６．事故防止策・防災対策 

（１）児童施設と相談施設を兼ねており、施設を適切に効率よく管理するために、定

期的な建物保守管理を実施します。 

（２）利用者の安全を確保するため、毎月１回の防災避難訓練、荏原消防署立会で

の防災避難訓練を年１回行います。また、震災対策として、震災マニュアル

に基づき行動し防災対応に万全を期します。  

（３）事故防止の取り組みとして、ヒヤリハットの活用、危険箇所の点検、事故 

発生時の報告・分析と再発予防、マニュアルの作成・見直しなどリスクマネ

ジメントに取組みます。 
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品川区子育て支援センター事業計画 

 

１．基本方針 

子どもと家庭に関する総合相談、子ども家庭在宅サービス（ショートステイ・トワ

イライトステイ事業、育児支援ヘルパー派遣事業）の提供・サービス調整および地域

組織化活動（子育て活動の援助等）等の事業により子育て家庭を支援します。 

先駆型子ども家庭支援センターとしては要保護児童地域対策協議会の活動機関とし

て品川区子育て支援課と連携し児童虐待防止の為の区内ネットワーク作りを図ります。 

平成２１年４月から施行された改正児童福祉法に対応するよう事業運営と組織体制

作りを行い、子どもの最善の権利と安全を図る区内専門機関としての活動を目指しま

す。 

 

２．重点目標 

   平成２５年度から、進めている養育支援訪問事業の実施要領の策定及び育児支援ヘ

ルパー派遣事業実施要領見直しについて、今年度も子育て支援課と協議をし、作業を

進めていきます。 

 

３．サービス提供（支援）体制 

職 名 人数 主な担当業務（下票参照） 保有資格 

子ども家庭ワーカー（常勤） ２ 相談・訪問・講座・広場等 社会福祉士 

臨床心理士 

精神保健福祉士 

保育士等 

子ども家庭ワーカー（非常勤） ３ 相談・訪問・講座・広場等 

虐待対策ワーカー（常勤） １ 相談・虐待防止事業全般 

地域活動ワーカー（非常勤） １ 相談・講座・広場 臨床心理士 

保育士等 専門相談員（非常勤） ２ 相談・講座・広場 

 

４．支援の具体的内容 

（１）親子の関わりを重視した子育て広場の運営 
月６回（特定曜日、１時間程度）親子のかかわり遊びの時間を設け、親子遊びの楽し

みを体験できる時間をつくるとともに、子どもとのかかわり方のスキルの獲得を支援す

ることで児童虐待予防の一助としていきます。個別相談を利用している親子については、

個別相談担当者と連携しながら個別相談場面・集団場面それぞれの特性を生かして親子

を支援できるように働きかけます。 
（２）支援方針会議および検討会議の継続 

①全ケース：月1回支援センター独自の支援方針会議（ケース進行管理） 

140



②新規ケースおよび困難ケース：月1回外部講師を入れたカンファレンスでの検討 
③毎週：週間打ち合せでのケース報告および緊急な対応が必要なケースへの検討 

（３）虐待予防の取り組み 
①虐待防止や虐待の重篤化防止を目的として養育支援訪問事業は育児支援ヘルパー事業 
に取組みます。 

②子どもの健康度が向上し、虐待の連鎖を断ち切るために、子どもの心理的ケアや虐待 
に対する心理教育が必要な子どものケアを行います。                  

（４）広く区民への虐待防止への取組み 
「子育て応援出前講座」と称して、区内児童センターに支援センターの職員を派

遣し区民向けの児童虐待防止講座や子育て講座を行います。 

（５）児童虐待防止に向けた区内関係機関向け職員講座の実施 

身近なところで専門的な話を聞く場として、区内関係機関職員向けの公開講座

を開催します。 

 

５．地域との交流、関係機関との連携 

（１）児童虐待問題をはじめ子育ての困難さを抱える家庭の課題に対して、子育て支

援センターは品川区こども家庭あんしんねっと協議会の中核施設として、地域関

係機関との情報交換・連携を進めていきます。 

（２）児童相談所については、月１回のモニタリング会議での情報の共有化だけでは

なく、相談への対応について専門的助言を受けていきます。 

 

６．事故防止策・防災訓練 

   利用者の安全確保のため、防災訓練は広場利用者にも声を掛け参加を促します。 

   職員はマニュアルに沿った対応を身に付けていきます。 
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品川区子育て短期支援事業計画 
 
１．基本方針 

保護者と子どもが安心して利用できるショートステイ・トワイライトステイの運

営を目指し、お預かりする子どもの精神的安定や健康管理に努めます。 

育児不安や養育困難等の事由での利用については、虐待予防の観点から関係機関

と連絡をとり、子どもや家庭の状況に応じた利用の働きかけを行います。施設内に

おいてもひまわり荘及び子育て支援センター、ファミリー・サポート･センターとの

連携に基づいて実施していきます。 

 

２．重点目標 

（１）サービス提供のマニュアルを点検、改善、実施するサイクルを確立し子どもた

ちの安全を高め良質な保育を目指します。 

（２）防災に関する訓練を定期的に取り入れ、職員の防災意識を高め、緊急対応能力

を育成します。 

 

３．サービス提供体制 

職 名 人数 主な担当業務 

子育て短期事業相談員 ２ 相談登録及び子育て短期の運営 

子育て短期臨時職員 ５ 子育て短期の業務全般 

 

４．支援の具体的内容 

短 

期 

入 

所 

事 

業 

定員  ５名 

１回の利用期間  ７日以内（１泊２日からの宿泊を伴う利用） 

１回の利用時間  ２４時間（午前８時から午後８時の間） 

利用料金 １泊２日６，０００円(減免制度あり) 

（２泊目以降は１日につき３，０００円を加算） 

対象児童  品川区に住所のある１２歳以下の子ども 

夜 

間 

養 

護 

事 

業 

定員 ２０名 

１回の利用 １日から最長６ヶ月程度の利用・延長可能 

利用時間 午後５時から午後１０時 

利用料金 １回１，２００円（減免制度あり） 

対象児童 品川区に住所のある１２歳以下の子ども 

その他 送迎あり（迎えのみ）1回 ３００円          
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（１）支援内容 

   ①おやつを含めた食事の提供と身の回りのケア 

   ②学習および遊びの援助 

   ③通園および通学の援助 

   ④その他必要とする援助 

 

５．事故防止策・防災対策 

事故防止の取り組みとしてスタッフの保育技術の向上を目指します。また、ヒヤリハ

ットの活用、危険箇所の点検、事故発生時の報告・分析と再発予防、マニュアルの作

成・見直しなどリスクマネジメントに取組みます。 
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平塚ファミリー・サポート・センター事業計画 

 

１．基本方針 

地域で子育ての援助を受けたい方（依頼会員）と、子育ての支援を行いたい方（提

供会員）が会員組織をつくり、地域の中でお互いに助け合いながら子育てをする総合

援助活動を行い、子育ての支援と児童福祉の向上を図ります。 

 

２．重点目標 

新規提供会員登録の拡大を継続します。 
【目標】登録提供会員の５％増             

目標 ２５年度実績 ２６年度目標 

提供会員登録数（人）    ２５７人 ２６９人 

 

３．サービス提供体制 

職 名 人数 主な担当業務 保有資格 

アドバイザー ２ 会員登録・コーディネート等 保育士・幼稚園教諭等 

 

４．事業内容 

（１）提供会員の養成講座および依頼会員加入時の説明および登録等 

（２）会員間の相互援助活動の調整およびトラブル等の調整助言 

（３）相互援助活動を進めるための会員の交流会および講習会の実施  

（４）事業内容の広報活動 

（５）関係機関との連絡調整 

（６）事故への迅速な対応 

（７）緊急対応（活動） 

     

５．関係機関との連絡調整 

保健所・保育園・幼稚園・子育て支援センター等と依頼及び会員状況により、情

報交換を行い、連携しながら会員をサポートしていきます。 

 

６．事故防止対策と事故後の対応    

（１）安全チェックリスト表を活用します。 

（２）事故事例を記録し、事例の分析、リスクの発見、再発の防止に取組みます。 
（３）「ヒヤリ・ハット」事例を活用して、事故防止・改善に役立つ情報を提供会員研修会・

提供会員交流会等で取り上げ、危険察知の目を養うなど活用していきます。会員にあ
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てた「ファミサポ通信」に事例を紹介し、提供会員だけではなく依頼会員にも安全意

識を高めていきます。 
 

 

平塚きぼう荘（障害者住宅）事業計画 
 

併設されている平塚きぼう荘設備管理を行い、居住者が緊急の場合などに、必要な支

援を行います。 

  

居住室数 ２室 
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品川区立品川児童学園事業計画 

児童発達支援センター事業計画 

（児童発達支援・放課後等デイサービス・ 

保育所等訪問支援・子ども発達相談） 

 

１．基本方針 

   品川区立品川児童学園は、児童発達支援センターとして施設の専門機能を活かし、

品川区内の障害児への発達支援とその家族への相談支援を実施します。また、児童発

達支援センターでは未就学児を中心に、通所、デイサービス、保育所等訪問支援、保

育園等に通園する子どもの土曜日併用グループの支援を充実します。その他、小学校

４年生までの放課後等デイサービスを実施します。これらの事業を進めるにあたり、

品川区障害者福祉課や保育課、関連機関との連携し、円滑な事業運営に取組みます。 

 

２．重点目標 

（１）児童発達支援の充実 

    通所支援を１クラス増設し、児童発達支援全体として１日３０名の受け入れ体制

を整えます。 

 （２）こども発達相談事業の拡充 

①初回面接の早期対応に努めます。 

②区内において新規事業所を開設（7月予定）し、相談事業の迅速な対応を目指

します。 

（３）保育所等訪問支援の継続実施 

    引き続き事業を継続し、定着を図ります。 

 （４）区における施設改築基本計画づくりについての協議 

    平成２６年度に区が策定する品川児童学園改築基本計画について、事業運営法人

として必要な協議を行っていきます。 

 

３．サービス提供体制 

（１）児童発達支援（通所支援・土曜日併用グループ・未就学デイ） 定員３０名 

 配置数 業  務 主な保有資格 

施設長 １ 施設管理運営に関すること 社会福祉施設長資格 

児童発達支援 

 管理責任者 
１ 

事業の管理に関すること 児童指導員等 

指導員他 １７ 通所事業の療育に関すること 保育士・児童指導員等 
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（２）放課後等デイサービス（発達障害に特化） 定員 １０名 

 配置数 業  務 主な保有資格 

施設長(兼務) １ 施設管理運営に関すること 社会福祉施設長資格 

児童発達支援 

管理責任者 
１ 

事業の管理に関する こと 児童指導員等 

支援員 ３ 相談・療育に関する こと 児童指導員・心理職等 

 

（３）保育所等訪問支援 

 配置数 業  務 主な保有資格 

施設長(兼務) １ 施設管理運営に関すること 社会福祉施設長資格 

児童発達支援 

 管理責任者 
１ 

事業の管理に関すること 児童指導員等 

支援員 ２ 相談・療育に関すること 保育士・心理職等 

 

（４）子ども発達相談支援 

 配置数 業  務 主な保有資格 

施設長(兼務) １ 施設管理運営に関すること 社会福祉施設長資格 

相談員他 １１ 相談・療育に関すること 社会福祉士・心理職等 

セラピスト １３ 各専門療育に関すること 医師・各専門資格 

 

４．支援の具体的内容 

 （１）児童発達支援事業 

①集団指導 

食事、排泄、着脱など、個々の基本的生活習慣に着目し、身辺自立の確立

を目指します。また、日々の療育の中で、教材や教具、園庭等の施設設備を

活用し、基礎体力を養います。 

②個別指導 

個々の発達に応じた支援を、保護者も含めて実施できる場を設けるほか、

保護者の療育支援の場とします。 

③親子あそび 

親子で一緒に遊びをすることで、親子のコミュニケーションの取り方を知

り、他の家族との交流を図ります。また、活動をとおして保護者が子育てに

対し、自信を持てるよう支援します。 

④専門相談 

医師や療法士による個別の相談及び指導を実施し、クラス担任や子ども発
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達相談職員と連携を図りながら、個々の発達を援助します。 

⑤保護者支援 

保護者との連携を図るために、個別面談及び各種学習会等を行い、療育の

理解を深める機会をつくり、日々の療育を支援します。 

⑥土曜日併用グループ 

基礎集団での活動がスムーズに出来るように、保育園等との連携を積極的

に行います。また、少人数のグループに合わせたプログラムをつくり支援し

ます。 

⑦未就学児デイサービス（発達障害に特化） 

ア．アセスメント、個別支援計画作成、評価を定期的に行います。 

 イ．職員が実践したプログラムを元に作成をした「児童発達支援 就学前幼

児プログラム」を活用し、年齢・発達段階に応じた小グループ（１０名）

の集団療育を行います。保護者は別室（待合室）のモニターで活動を観察

し、支援員からプログラム内容や目的、子どもの様子についてグループの

開始と終了時に説明をします。 

 

（２）放課後等デイサービス（発達障害に特化） 

  ①個別支援計画 

    アセスメント、個別支援計画作成、評価を定期的に行います。 

②グループプログラム 

「学齢児グループプログラム」を使用して、年齢・発達段階に応じた少人数グ

ループ編成を行い、集団生活の中で基本となる行動の習得や、子どもが自信を持

って集団活動に参加できる場の提供を行います。 

③個別面談（保護者支援） 

子どもの状況により、個別の相談を必要に応じて実施します。支援員と保護者

が子どもの情報を共有し、日常の家庭での対応方法について、一緒に考えていき

ます。 

 

（３）保育所等訪問支援の実施 

①子どもの基礎集団である保育所等に通う保護者からの要請に基づき、施設を訪問

し集団生活の適応が図れるよう個別支援・助言を保育所等職員や保護者に行って

いきます。 

   ②啓発活動等を実施して、新たなサービスとしての定着を図ります。 
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（４）子ども発達相談 

①新たな相談支援の開設 

  適確なアセスメントを行い、保護者のニーズと子どもの発達段階に応じた個別

相談及び子どもに合った療育機関を紹介します。 

②専門相談・グループ・巡回相談の内容 

ア．医師や療法士による個別の相談及び指導を実施し、相談員と連携を図りなが

ら個々の発達を援助します。 

イ．各療育機関や幼稚園・保育園につながる前の子どもとその保護者への支援と

して経過観察グループを編成し、活動を実施します。 

ウ．巡回相談については、幼稚園・保育園からの依頼を受け、子どもを行動観察

した上で、集団生活に適応するために必要な助言や支援を職員に対して行い

ます。 

 

 

５．地域との交流、関係機関との連携 

関係機関との情報交換等による連携を図り、対象児童の支援を行っていきます。 

（１）子どもの所属機関との連携（幼稚園、保育園、小学校等） 

（２）特別支援教育やすまいるスクール等との連携 

（３）保健所や医療機関等との連携 

 

６．事故防止策・防災対策・感染症防止対策・苦情対策・虐待対策・ 

運行対策 

（１）事故防止対策 

ヒヤリハットについての見直しを行い、園内外のけるヒヤリハットマップの

熟知に努めます。また、図上訓練にて園内の危険箇所の点検を実施し改善します。

緊急時の対策として職員の連絡網の整備と保護者への連絡方法を徹底します。 

 （２）防災対策 

①年間防災計画に沿って、避難訓練を月１回実施します。 

   ②火元責任者を園内各所に掲示します。 

   ③消火器の定期点検を実施します。 

   ④非常食を備蓄し適宜更新します。 

 

（３）感染症防止対策 

乳幼児の利用する施設として、感染症の防止に細心の注意を払います。   

インフルエンザなどの感染症に対して、情報をとらえて冷静に対応し、    
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マニュアルに沿って感染の拡大防止に努めます。 

 （４）苦情対策 

     利用児保護者等からの苦情については、関係機関への報告を行うとともに、 

福栄会苦情解決制度に従い対応し、問題の解決を図ります。 

 （５）虐待対策 

     児童虐待防止法等に関する法律に基づいて作成された「品川区子ども虐待防止

対応マニュアル」に沿って、職員が児童虐待を発見しやすい立場にあることを自

覚し、早期発見に努めます。 

（６）運行対策 

①添乗職員は乗車園児の安全を確保することに重点を置きます。 

   ②乗車中の園児の精神的安定及び身体的疲労について配慮します。 

③安全運転に支障を及ぼす恐れのある物品などの持ち込みを禁止します。 
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各事業の目標・年間予定表等 

＜別表①＞ ひまわり荘日課表 

時間 業務内容 

 

７：３０ 

８：３０ 

 

 

８：４５ 

 

９：００ 

１０：００ 

１０：３０ 

１１：００ 

１１：３０ 

１２：００ 

１３：００ 

１５：００ 

１５：３０ 

１６：３０ 

１７：４５ 

１８：００ 

１８：３０ 

１９：００ 

１９：３０ 

 

２０：００ 

２１：４５ 

２２：００ 

 ０：３０ 

 １：３０ 

 ５：００ 

 ７：１５ 

 

早番出勤  警備・宿直者から早番職員への申し送り  警備員退勤 

事業ゴミ出し・事務所待機・電話・利用者対応 

玄関開錠                宿直者業務終了 

必要に応じ施設内保育（未入所児・病児・補助） 

日勤職員出勤 

駐車禁止チェーン解除 

＊朝礼（あんしんセンター事業全体） 

遅Ｂ職員出勤 

３・４階巡回   

遅Ｈ番出勤 ひまわり荘打ち合わせ 

早番職員休憩 

日勤職員休憩 

遅Ｈ職員休憩 

学童保育凖備 

学童の学習指導・学童保育 

早番退勤 

日勤退勤 

学童保育終了 

施設内保育終了 

階談話コーナー環境整備 遅Ｂ職員退勤 

警備・宿直者への申し送り 

１階事務所清掃          警備員：細密巡回 宿直待機開始 

遅Ｈ職員退勤 宿直者館内待機 

警備員：在所者確認 

宿直者警備員施錠前状況確認    警備員：玄関施錠 

警備員：予防巡回 

警備員：予防巡回 

警備員：予防巡回 

家庭ゴミ出し 
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＜別表②＞ ひまわり荘年間予定表 

月 重点項目 母子の行事 学童の行事等 健康・衛生・安全 住宅・手当て等 

４ 

・自立支援計画目標立て 

・健康管理（健康相談） 

・マニュアルの見直し 

春を呼ぶ会 

 

学童面談 連絡表作成 児童扶養手当支給 

５ 

・定期面談 

・クリーン週間 

・母子との交流 

端午の節句  

福栄会まつり 

母と子の集い 

 

福栄会まつり 

空調設備点検 

定期清掃・害虫駆除 

定期面談 

（母・職員・区） 

都営（家族向け等） 

６ 

 

・梅雨時期の健康・衛生 

・自立支援計画見直し 

 料理教室  児童・育成手当支給 

７ 

・住宅確保 

（都営母子特別割当） 

七夕飾り 

 

学童夏休み準備 

所内お泊り会 

消防設備の点検 都営･公社特別割当 

児童扶養手当 

８ 

・学童夏休みプログラム実

施 

夏祭り 

 

キャンプ 

日帰り夏の行事 

カーテン洗濯 

学童室大掃除 

空調設備点検 

都営ポイント方式 

児童育成手当 

児童扶養手当支給 

９ 

・健康管理（健康相談） 料理教室 

 

学童面談 

アスレチック 

新学期通学指導 

  

１０ 
 料理教室 

バスハイク 

 

バスハイク 

定期健康診断 

（嘱託医） 

児童手当 

育成手当支給 

１１ 

・定期面談 

・クリーン週間 

・自立支援計画見直し 

リフレッシュ

行事 

航空教室 定期清掃 

空調設備点検 

定期面談 

（母・職員・区） 

都営（家族向け） 

１２ 
・感染症の予防と配慮 

・共用部分の環境衛生 

お楽しみ会 新年スポーツ会 

お楽しみ会 

害虫駆除（消毒） 

学童室大掃除 

児童扶養手当 

支給 

１ 

・住宅確保（都営申込） 新年会 初詣      

球技大会 

消防設備の点検 都営･公社特別割当

保育園入園継続申請 

２ 

・安全と防災の意識を高め

る 

・新年度計画 

豆まき 豆まき 

バレンタイン行事 

総合防災訓練 

定期清掃・空調設備点

検・空調設備点検 

都営ポイント方式 

児童手当 

育成手当支給 

３ 

・進入学･進級準備 

・自立支援計画評価 

・今年度反省と新年度計画 

ひなまつり会 

料理教室 

進級・進学お祝い

会 

 自立支援計画年間ま

とめ（個別面談） 
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＜別表③＞ ショートステイ・トワイライトステイ日課表 

時 間 ショートステイ トワイライトステイ 

６：３０ 

 

７：００ 

８：００ 

 

９：００ 

 

１０：００ 

 

１１：３０ 

 

１２：１５ 

 

 

 

 

１７：００ 

 

 

 

 

１８：３０ 

 

２０：００ 

 

２１：００ 

 

２１：４５ 

２２：００ 

 

起 床 

検温・健康確認 

朝 食 

保育園・幼稚園・小学校等の通園・通

学援助 

通園していない子どもの保育 

外遊び 等 

手洗い・うがい 

水分補給 

（年齢により乳製品補色） 

手洗い 

昼 食 

午 睡・目覚め 

着替え・手洗い 

水分補給・補食 

遊 び 

通園・通学の子供の迎え 

検温・健康チェック 

手洗い･うがい 

小学生の学習援助 

（宿題、連絡帳、提出物の確認） 

夕 食 

遊 び 

入浴・歯みがき・着替え 

健康確認 

就寝準備・就 寝 

(子どもの年齢・体力により 

就寝時間は変更あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育園・幼稚園・学校等への子ども

の迎え 

来所の子どもの受け入れ 

検温・健康確認 

手洗い･うがい 

小学生の学習援助（宿題など） 

夕 食 

遊 び 

 

 

 

 

帰りの準備 

保護者への申し送り 

（保護者の迎え時間により順次行

う） 
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＜別表④＞ 地域組織化活動計画 

事業名：目的 実施予定 備考 

「親子のかかわりの場」作り 

フラっと広場 

「親子のかかわりの場」作り 

① あっぷっぷランド 

ダイナミックな動きを織り込

み親子で身体を動かして楽しむ 

② ドレミファ♪ランド 
 手遊び・歌遊び等を通し、関

わり遊びを楽しむ 

③チャチャチャ☆ランド 

 既成の玩具や手作り玩具を 

 使い、親子で遊びこむ体験 

 玩具の意味を親に伝える 

絵本の読み聞かせ 

④おはなし広場  

絵本・話に興味を持たせ、表現

する楽しさや聞く力を養う 
 

毎月概ね６回  

火曜日又は金曜日 

時間：11：00～12：00 

場所：フラっと広場 

 

①～④を週替わりで実施 

母子同室 

 

近隣の児童センターや保

健センターに日程表を載

せたポスター掲示をする 

 

 

 

 

 

 

 

子育て応援講座（出前講座） 

 保護者が安心して子育てに取

り組む知識や技術を学習する

場を提供する。 

 

区内児童センター 

その他、区民講座への講師派遣 

センター職員 

地域センターブロック 

     ごとに実施 

児童虐待防止に関する講座 

 

年４回 

対象：区民及び区内の児童に関

わる仕事に従事している者。 

外部講師 

 

広場開放 

フラっと広場 

毎週：月～土曜日 

時間：10：00～16：00 

（土：12：00まで、その他会議

日は休業） 

場所：フラっと広場 

 

親子の交流の場 
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＜別表⑤＞ 子育て応援講座 子育て応援出前講座開催予定表 

開催月 地域 館長館 開催月 地域 館長館 

４ ― ― １１ 荏原第１ 
後地 

児童センター 

５ 大井第２ 
大井倉田 

児童センター 
１１ 大崎第１ 

   中原 

 児童センター 

６ 八潮 
八潮 

児童センター 
１ 品川第１ 

東品川 

児童センター 

７ 大崎第２ 
ゆたか 

児童センター 
１ 大崎第２ 

三ツ木 

児童センター 

９ 荏原第２ 
旗の台 

 児童センター 
１ 荏原第５ 

   大原 

 児童センター 

９ 

 
大井第３ 

滝王子 

児童センター 
２ 品川第１ 

小関 

児童センター 

 

＜別表⑥＞ファミリー・サポート・センター年間事業予定表 

月 行 事 名 備 考 

５ １回目 提供会員養成講座 

会報発行 

（大井ファミサポ担当） 

６ 研修会 提供会員対象 

７ ２回目 提供会員養成講座 （平塚ファミサポ担当） 

８ 会報発行  

９ ３回目 提供会員養成講座 

利用者調査（会員） 

（大井ファミサポ担当） 

１０ 交流会 提供・依頼会員対象 

１１ ３回目 提供会員養成講座 （平塚ファミサポ担当） 

１ 会報発行  

２ ４回目 提供会員養成講座 

研修会 

提供会員向け意向調査 

（大井ファミサポ担当） 

提供会員対象 
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＜別表⑦＞ 児童発達支援（通所支援） 日課表 

 親子通園 単独通園 

時 間 
隔日登園 

 週3日  

毎日登園 

（月曜～金曜） 

隔日登園 

 週3日  

１０：００ 

１０：２０ 

１０：３０ 

１０：４５ 

１１：００ 

１１：２５ 

１１：４５ 

１２：００ 

１２：４５ 

１３：００ 

１３：３０ 

１４：００ 

１４：３０ 

登園・支度 

体 操 

 

集まり 

課題遊び 

 

給 食 

 

歯みがき 

クラス遊び 

着替え・排泄 

集まり 

降 園 

登園・園庭遊び 

 

支度・排泄 

 

集まり 

課題遊び 

 

給 食 

 

自由遊び 

着替え・排泄 

集まり 

降 園 

 

＜別表⑧＞ 児童発達支援（通所支援） 年間行事予定表 

 

実施月 行事内容・その他 参加対象他 

４  
入園式（１期開始） 全園児・保護者 

クラス懇談会 各クラス保護者 

５    

６  
園長面談 保護者 

学園体験 保護者 

７ 

クラス懇談会 各クラス保護者 

夏期家庭療育（１期終了） 全園児 

宿泊訓練 対象園児（年長児） 

８  ２期開始 全園児 

９  学園交流会 全園児・家族・卒園児等 

１０  運動会 全園児・家族・地域 

１１  遠足 全園児・保護者 

１２  

クラス懇談会 各クラス保護者 

お楽しみ会 全園児・保護者 

２期終了・冬季家庭療育 全園児 
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※親子遊び 月１回実施。 

 

＜別表⑨＞ 児童発達支援（未就学児デイ）・放課後等デイサービス 日課表 

時間 業 務 内 容 備考 

９：００ 

 

 

 

 

１２：００ 

１３：００ 

 

 

１７：３０ 

１８：００ 

始 業  

支援員出勤 朝礼 事業開始 

使用部屋の準備 

（清掃を含む） 

＜午前の部＞  

個別プログラム、保護者支援、巡回相談等 

（土曜…グループプログラム実施） 

 

 

 

※ケースカンファレン

ス、会議等は別途設定

して行う。 

 

 

＜午後の部＞ 

グループプログラム 

 

事業終了 

終礼･支援員退勤 片付け、反省、記録等 

 

＜別表⑩＞ 児童発達支援（未就学児デイ）・放課後等デイサービス 週間表 

  月 火 水 木 金 土 

午

前 

個別 

プログラム 

個別 

プログラム 

個別 

プログラム 

個別 

プログラム 

個別 

プログラム 

個別 

プログラム 

保護者支援 保護者支援 保護者支援 保護者支援 保護者支援 保護者支援 

巡回相談等 巡回相談等 巡回相談等 巡回相談等 巡回相談等 
グループ 

プログラム 

午

後 

 

グループ 

プログラム 

 

グループ 

プログラム 

 

グループ 

プログラム 

 

グループ 

プログラム 

 

グループ 

プログラム 

 

グループ 

プログラム 

      

※原則、放課後等デイサービスは午後に実施する。必要に応じて、個別プログラム・保護

者支援・巡回相談を実施する。 

 

 

１  ３期開始 全園児 

２  学園体験 保護者 

３  

クラス懇談会 各クラス保護者 

卒園式 全園児・保護者 

春季家庭療育（３期終了） 全園児 
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＜別表⑪＞ 品川区家庭あんしんセンター会議予定 

（１）家庭あんしんセンター会議予定 

  会  議 予 定 時 間 出席者 

家庭あんしん

センター全体 
所内運営会議 毎月 1回  所長、係長、主任 

ひまわり荘 職員会議 第３（木） １４：００～ 全職員 

学童担当者会 第２（火） １４：００～ 学童担当 

母子担当者会 第２（木） １１：００～ 
所長、相談員、母子担

当 

区との連絡会 第２（金） １４：００～ 

子育て支援課、生活福

祉課、所長、相談員、

母子担当 

互助会 第２（木） １９：００～ 

利用者、所長、相談

員、母子担当、学童担

当 

打ち合わせ会 毎日 １３：００～ 全職員 

ｹｰｽｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 隔月 午後  
全職員、スーパーバイ

ザー 

ｹｰｽｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 随時   
所長、各担当、関係機

関 

内部研修・研修報

告 
月２回 １４：００～ 全職員 

子育て短期 
SS,ＴＳ担当者会 随時  

SS,TS担当者、非常勤

職員 

子育て支援 

センター 
別掲    

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･

ｾﾝﾀｰ 
担当者会   担当者会・係長 

 

 

 

 

 

 

158



（２） 子育て支援センター会議予定 

【１】月間会議予定 

  月 火 水 木 金 

第１週     

ｾﾝﾀｰ方針会議 

9:30～12:00 

受理方針会議 

13:30～14:30 

 

第２週     

ｾﾝﾀｰ会議 

9:30～12:00 

受理方針会議 

13:15～14：00 

PCAN 

14：00～16：30 

 

第３週    

ｾﾝﾀｰ方針会議 

9:30～12:00 

受理支援会議 

13：30～14:30 

PCAN３ 

14：30～17：00 

 

第４週   

主任児童 

委員部会 

14:00～16:00 

 

ｾﾝﾀｰ方針会議 

９:30～12:00 

受理方針会議 

13:15～14：30 

 

 

  ＊ケースカンファレンスについては概ね月1回 2時間 

 

【２】年間関係機関会議予定 

４月 
区内警察署連絡会 

（品川児童相談所主催） 
１０月 

養育家庭体験発表会 

（東京都・品川区主催） 

５月 
3区支援センター連絡会 

（品川児童相談所主催） 
１１月 

養護施設連絡会 

（品川児童相談所主催） 

６月  １２月  

７月 
２区保健所連絡会 

（品川児童相談所主催） 
１月 四者協議会 

８月 ― ２月 ― 

９月 
区内警察署連絡会 

（品川児童相談所主催） 
３月  

 ※地域分科会：年度内１３回実施 

※区内支援関係機関 実務者会ケース会議：適時実施 
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＜別表⑫＞ 品川児童学園 会議計画表 

施設の運営ならびに療育について、職員の相互の理解を深め、日常の業務の情報提供、

提案、議題の意見の聴取、運営理解などを促す。 

 会  議 内       容 

品川児童学園 

  （全体） 

代表者会議 

（週１回） 

施設運営全般、法人に関しての情報の

伝達と検討 

児童発達支援 

（通所支援） 
職員会議 

（週１回） 

通所部門全体の運営に関する事項を全

職員で検討する 

クラス会議 

（週２回） 

日々の療育に必要な内容の計画と検討

をする 

親子集団療育会議 

（月１回） 

親子集団療育活動に必要な内容の計画

と検討をする 

ケース会議 

（随時） 

ケースごとの課題、療育方針を明確に

する 

給食会議 

（月１回） 

給食の充実、献立、内容に関して検討

や改善をする 

年間予定会議 

（年１回） 

年度初めに年間の予定調整を検討する 

専門職会議 

（年１回） 

指導員と専門相談員との連携と療育内

容の検討 

児童発達支 

（未就学児デイ） 

放課後等 

デイサービス 

グループ会議 

（随時） 

グループの評価を行ない、モニタリン

グを検討 

カンファレンス 

（隔月１回） 

困難ケースをスーパーバイザーを交え

て検討する 

職員全体会議 

（随時） 

業務内容等について、四半期ごとに確

認見直しを行う 

子ども発達相談 ケース検討会議 

（月１回） 

ケースごとの課題、療育方針を明確に

する 

カンファレンス 

（隔月１回） 

困難ケースについてスーパーバイザー

を交えて検討する 

進路会議 

（年１回） 

相談児童の次年度の進路・担当者につ

いての検討 
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＜別表⑬＞ 防災訓練計画 

（１）家庭あんしんセンター防災訓練計画 

月 想定時間帯 状況想定 訓練内容 備考 

４ 夜間 地震発生後火災 避難誘導・消火・通報  

５ 夜間 火災 避難誘導・消火・通報  

６ 夜間 地震発生後火災 避難誘導・消火・通報  

７ 夜間 火災 避難誘導・消火・通報  

８ 夜間 地震発生後火災 避難誘導・消火・通報  

９ 夜間 火災 避難誘導・消火・通報  

１０ 夜間 地震発生後火災 避難誘導・消火・通報  

１１ 夜間 火災 避難誘導・消火・通報  

１２ 夜間 地震発生後火災 避難誘導・消火・通報  

１ 夜間 火災 避難誘導・消火・通報  

２ 夜間 地震発生後火災 避難誘導・消火・通報  

３ 日中 総合防災訓練 総合訓練 消防署立会 

＊３月の館内総合訓練時は外来利用者にも参加を呼びかけて行う。 

防火管理者：施設長 

状況に応じ日中の指揮者：１階職員 

通報者：１階職員 

夜間発生時：指揮者：宿直者  通報・誘導：警備員、 

 

（２）品川児童学園 年間避難訓練計画 

月 内   容 月 内   容 

４ 図上訓練 １０ 二次避難訓練（津波想定） 

５ 地震想定訓練 １１ 火災想定訓練 

６ 火災想定訓練 １２ 地震想定訓練 

７ 消防車乗車体験 １ 火災想定訓練 

８ 火災想定訓練 ２ 総合訓練 

９ 地震想定訓練（引取訓練） ３ 二次避難引取訓練 

※年に一度、職員の消防設備及び消火器の取り扱い訓練を行う。 

※総合訓練はプチレーブ職員(品川総合福祉センター)の協力も得ながら合同で実施する。 
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＜別表⑭＞ 児童福祉部研修計画 

（１）法人による研修 

   事務部事業計画に記載の通り 

 

（２）家庭あんしんセンター・品川児童学園による研修 

研修テーマ 実施時期等 対象職員 

利用者の支援に必要な専門知識・技術・研究 随時 全員 

施設内勉強会・内部及び外部講師による 随時 全員 

 

（３）外部機関による研修 

実施機関 実施時期等 対象職員 

品川区社会福祉協議会 随時 全員 

東京都社会福祉協議会 随時 全員 

児童・障害関係各団体等 随時 全員 
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